
　◆事務事業の概要◆

　◆事務事業の目標（成果）指標◆

算式

算式

　◆事務事業を構成する細事業の事業費・成果指標◆

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

平成28年度「市役所の仕事」花まる通信簿（平成27年度実績） 担当課 15農林水産課

Ｐｌａｎ 会計区分 一般会計 事業通番 7210 事務事業コード 1517

事務事業名 トキ保護推進事業 開始年度 平成18 終了年度 未定

種類 ソフト事業（任意）
根拠
法令

無し
例規
等

佐渡市生物多様性学術研究等奨励補助金交付要綱
佐渡市ドジョウ養殖助成事業補助金交付要綱

将来ビジョン ２．観光等交流人口の拡大　(2)交流人口の拡大 H26：重点●政策○ -
H27施政方針 １．人口減少対策　（3）特色ある地域づくり　② 地域資源を活用した活性化 H27：重点●政策○ -
H28施政方針 ２．島の魅力の発信とおもてなしの推進　（2）物語性のある魅力発信 H28：重点●政策○ -

事業
概要

トキの野生復帰、トキ保護普及啓発を目的とし「人とトキが共生できる社会」を目指す。本事業は環境省のトキ野生復帰
ロードマップの指標ともなっている。
トキガイド養成講座、ドジョウ養殖普及補助事業、トキ野生復帰普及啓発、共生ルール、ビオトープボランティア等
「人・トキが共に生きている社会の実現」のために、トキの野生復帰に関し市民・観光客の理解を推進することができる。
H２７トキ野生復帰推進事業（日韓トキ交流30名、トキ野生復帰2015シンポジウム250名、修学旅行生ビオトープ体験CSR
等846名）を実施し、海外とのトキを通じた交流事業のほか、島内島外の小中学生の環境学習や市民、観光客へのトキ野
生復帰を普及啓発推進した。

対象 市民・集落・NPO等

意図
（対象をど
のようにし
たいか）

トキ保護の普及啓発を通して、「人とトキが共生できる社会」を目指す。

Do

目標（成果）指標名
単位

26年度
実績値

27年度（評価年度） 28年度
目標値

29年度
目標値

31年度
目標値指標の算式 目標値 実績値

トキ野生復帰普及啓発推進数

人数 111144 113130 134358 114150 115460 117850（ファンクラブ会員数＋トキガイド数＋トキ野生復帰推進事業
参加者数＋トキホームページ閲覧者数）

枝
番

細事業名
H26

決算額
H27

決算額
H28当初
予算額

H29以降の
予算の方向性

H26実績値 目標値 実績値 H28目標値

重点
細事
業事業の方向性

1
学術研究等奨励補助事業 2,487 0 0 予算 不要

目標（成果）指標名 単位

補助件数 件 11 - - - 事業 終了

2
トキと共生する地域づくり推進事業 2,500 2,500 2,500 予算 維持

○ファンクラブ会員数 人 6400 8000 7100 8000 事業 維持

3
ドジョウ養殖普及事業 250 250 500 予算 維持

補助件数 件 1 2 1 2 事業 維持

4
トキガイド養成事業 76 204 242 予算 維持

○トキガイド人数（認定数累計） 人 116 130 148 150 事業 維持

5
トキ野生復帰推進事業 5,958 4,024 4,781 予算 維持

参加者数 人 1149 1000 1126 1000 事業 維持

6
トキホームページ情報発信業務 1,020 1,668 1,020 予算 維持

◎ページ閲覧者数 人 103479 104000 125984 105000 事業 維持

事業費の合計（千円） 12,291 8,646 9,043

0 0財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0

地方債 0 0 0

その他 10,708 7,892 8,644

一般財源 1,583 754 399



◆事務事業を構成する細事業の評価◆Check Ａ ： 適正である　Ｂ  ：検討の余地あり　Ｃ ： 見直しすべき

枝
番

　細事業名 妥当性 有効性 効率性 課題と対策

1

学術研究等奨励補助事業

Ｂ Ｂ Ａ

H26年度事業見直しにより終了

2

トキと共生する地域づくり推進事
業

Ｂ Ｂ Ａ

【課題】トキファンクラブの管理運営事業で環境省の野生復帰ロードマップの
指標事業ともなっており、会員数を増やすことが課題。
【対応】定期的なオフ会、ツアー等のイベントを開催。会員へのメルマガ配
信、プレゼント、佐渡汽船でのチラシ配布等を実施。

3

ドジョウ養殖普及事業

Ｂ Ｂ Ａ

【課題】島内飼育の約130羽のトキの主要な餌のドジョウの安定的な供給が
必要。
【対応】ドジョウ養殖にかかるハード整備、維持事業に使えるようにしており、
制度については市報で周知を行っている。

4

トキガイド養成事業

Ｂ Ｂ Ａ

【課題】トキや佐渡について幅広い知識のガイド養成が必要。また、海外から
のお客様にご案内できるように語学研修も必要。
【対応】トキの生態、野生復帰の取組みだけでなく、世界遺産、ジオパーク等
の幅ひろい知識の他、英語、中国語、韓国語等の多言語で挨拶等できるよ
うな講座を行う。

5

トキ野生復帰推進事業

Ｂ Ａ Ａ

【課題】環境省は次期目標として2020年までに佐渡で220羽のトキを定着さ
せるロードマップを策定している。
【対応】餌場整備対策としてのビオトープボランティアの受け入れ推進の他、
共生ルールの全戸配布、市民対象のシンポジウム開催、トキ講話等により
普及啓発を推進する。

6

トキホームページ情報発信業務

Ｂ Ａ Ａ

【課題】トキ増加に伴い、市民、観光客へトキ野生復帰の取組みの周知が必
要。また、トキを通じた交流人口の促進のため、国内・国外への情報発信が
必要。
【対策】インバウンド対策としてHPの英語版をリニューアルした他、韓国語、
簡体字、繁体字の多言語化を行った。また、英語版の検索エンジンの最適
化（SEO）を図った。

Action ◆今後の事務事業の方向性◆

評価（担当課長） 事業の方向性 維持 予算の方向性 維持

事業の方向性
（事業全体の課題や改善方策

など）

本事業は、環境省の野生復帰ロードマップの指標となっている事業であり（トキファンクラブ会員、ト
キガイド会員、目撃情報等）、環境省は次期目標として2020年までに220羽のトキを定着させる中期
目標を発表した。現在、約180羽のトキが佐渡に生息しており、トキの羽数の増加にともない、餌場
等の生息環境整備の他、社会環境整備が急務となってきている。人とトキの共生できる社会づくりに
ついて市民、観光客にトキ野生復帰の普及啓発を推進するとともに、引き続き事業効果の検証を行
う。


